
【ファイヤーキーパーとオブザーバーについて】 
 
■意識の変容が急速に促されるオープン・ダイアログ形式 
 
本セミナーでは、一方的な知識の伝達ではなく、オープン・ダイアログという形式をとりま
す。 
個々の事情をよくお聞きし、一人ひとりに寄り添ったホットなダイアログを通じて、本人が
「目覚めていく」というプロセスを大切にいたします。 
 
オープン・ダイアログという形式には、集合的なカウンセリング、コンサルティング、コー
チングなどの要素が濃厚です。 
自らの内側から湧き上がる想いを吐露し、キャッチボールを続ける中から、心の底からの気
付きが得られます。 
一定以上の人数で、オープン・ダイアログを繰り返すと、意識の変容が急速に促されること
が知られています。 
 
ダイアログの深さを保つために、コアメンバーは定員約 15 名。 
このコアメンバーのことを「ダイアログ・ファイヤーキーパー」と名付けました。ダイアロ
グの焚火を絶やさずに燃やし続ける人、という意味です。インディアンの議会では、必ず中
央で焚火を焚き、議長を「ファイヤーキーパー」と呼ぶことからの命名です。 
 
〈天外伺朗は、インディアンの長老から『聖なるパイプ』を授けられた長老です。 
このセミナーにはインディアンのノウハウもちりばめられております〉 
 
ファイヤーキーパーには、毎回の講義終了後、講師とフランクに濃密なコミュニケーション
をとっていただける懇親会も設けます。 
15 人という少人数と、4 回という回数を重ねることにより、ファイヤーキーパーには深い
気付きがもたらされるでしょう。 
 
その他に、そのホットなダイアログを視聴できる「オブザーバー」という形式での参加も歓
迎いたします 
オブザーバーは、第 1 講～第 4 講まで、すべて Zoom のみの参加となります。 
講義中、チャットでの質問は可能ですが、講師かファイヤーキーパーからの指名がない限り
発言はできません(発言希望をチャットで発信することはできます)。 


